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PJ実施の背景・佐伯市の課題

市町村名
総人口(人） 20～30代女性人口

2020年 2050年 減少率(%) 前回比(㌽)

大分市 475,614 415,875 21.9 △6.6

別府市 115,321 84,031 28.6 △8.0

中津市 82,863 69,547 25.5 △10.3

日田市 62,657 38,839 45.5 △6.9

佐伯市 66,851 35,779 55.1 △2.5

臼杵市 36,158 19,842 52.1 △1.6

津久見市 16,100 6,800 65.4 ▼1.1

竹田市 20,332 9,699 54.5 △2.8

豊後高田市 22,112 15,895 38.7 △13.1

杵築市 27,999 16,456 50.4 ▼5.0

宇佐市 52,771 35,431 40.6 △4.0

豊後大野市 33,695 18,093 52.3 △1.1

由布市 32,772 25,542 24.2 △10.5

国東市 26,232 14,119 60.7 △6.6

姫島村 1,725 558 76.3 ▼10.2

日出町 27,723 23,163 23.8 ▼7.1

九重町 8,541 4,159 59.3 ▼0.5

玖珠町 14,386 7,515 58.7 △3.0

【消滅可能性自治体 若年女性減少率】【佐伯市の人口と高齢化率の推移】

出典：一般社団法人北海道総合研究調査会（2023）「消滅可能性自治体 若年女性減少率」出典：国勢調査（昭和 55 年～平成 27 年）、佐伯市独自推計*（令和２年～令和 42 年）

･･･消滅可能性自治体

•全国で加速する人口減少は各地方で最大の課題、佐伯市もその一つ。

• 2040年（令和22年）の佐伯市総人口は5万人を割り込む予測。
人口減少

• 2040年の高齢化（65歳以上人口）率46％超と超高齢化社会を大幅に上回る水準予測。

•若年層（生産年齢人口）の人口減少が最も大きく、影響が大きい。
超少子高齢化

• 2023年に消滅可能性自治体が発表され、大分県内10自治体が該当。佐伯市もその一つ。消滅可能性自治体

•人口減少に伴い、佐伯市内の事業所（企業等）数及び従業員数は年々減少。

•事業所における人手不足は慢性化し、産業振興に大きな打撃となっている。

人手不足による
産業への打撃

•若い世代の人口流出が続いており、佐伯市への人の流れを促すことが急務。人口流出
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地域 対象 機能

佐伯市内

佐伯市近郊
(大分県内)

都市部
東京・大阪等

大分県内外
大学

連携協定締結によるPJスキーム

ワーカー（スキマバイト）
学生・子育て世代等

ワーカー（スキマバイト）
学生・子育て世代等

佐伯市内事業者

連携協定

広報・周知

・サービス紹介
・セミナー開催
・登録促進
・個別事業者支援

スキマバイト 登録・掲載

雇用契約（バイト・正社員）

アプリ登録

地方での働きたいワーカー

ワーカー登録者数
全国900万人

正社員 登録・掲載

お試し勤務 ・ 移住・定住

就職（体験）希望者
バイト希望者等 有償職場体験・バイト

有償職場体験・スキマバイト 登録・掲載

地域課題の解決

高齢化

少子化

労働力不足解消

関係人口増加

雇用機会増加

産業振興

地域課題

大分銀行
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連携協定締結による本PJ取組のイメージ
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佐伯市総合戦略

•仕事を育て、仕事を創る

•人の流れを促す

•結婚、出産・子育ての希望を

かなえる

•街・浦・里が支えあい、高め

合う

具体策

•農林水産業・商工業の振興

•観光・ツーリズムの振興

•佐伯への回帰を促す

•子育ちを支える環境づくり

•街・浦・里を支える人の育成

等

理想の将来像

•産業振興

•関係人口増加

•子育て環境の充実

•持続可能な街づくり

•歳入増加

連携協定による取組

• 事業者における労働力不足への面的支援

• 地域住民における労働機会の提供

（地域住民の収入増加）

• 都市部からの人材受け入れによる関係人

口増加

佐伯市の「持続可
能な街づくり」に貢
献します。



タイミー サービス内容①（スキマバイト）
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（参考資料）株式会社タイミー・自治体連携実績
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